
丹 後 学 園 だより 令和８年 ３月１０日号  丹後学園事務局  

桜花絢爛の４月を待つのみ！ 
令和 7年度がまもなく終わりを告げ、4月からは、こども園・丹後小・ 

丹後中＜1園 1小 1中＞となり、新年度がはじまります。 

 人には出逢いがあれば、別れがある。そして、また新たなステージに向

かう。“春風や闘志抱きて丘に立つ”そんな気にさせるシーズンの到来。 

次年度の丹後学園経営計画 

➊教育目標  

“夢と希望と創造性あふれる豊かな心を持ち、未来に向けた主体的に生きる子どもの育成” 

❷学園の指導の重点（主なもの） 

・各指導区分、各学年における基本・基本の習得をさせる。 

 ・主体的・対話的で深い学びにつながる授業づくりをする。 

 ・子どもの学びの変容を重点研究する。指導の工夫改善を図る。 

 ・コミュニケーション能力を育む。 

・目標を設定し、授業実践した後評価し、授業工夫改善する。 

 

 

➌主な年間行事予定  

４月 

７日 始業式 小、入園式 園 

８日 入学式 小、始業式 中 

１０日 入学式 中 

１８日（土） ＰＴＡ総会 小 

１９～２１日 修学旅行 中 

２５日（土） ＰＴＡ総会 中 

読み聞かせ 

ボランティアさん 

      ↓ 

５月 

１日 学園全体研修会 

１６～１７日 春季大会 中 

２３日（土） 運動会 小 

 

６月 

４日 合唱祭 中 

１０日 市小学陸上記録会 

１１日 町内一斉挨拶運動 

１６日 学園合同授業研 

 

 

 

７月 

２日 ＳＮＳ講演会 

１１～１２日丹後ブロック 

 総合体育大会 中 

１７日 終業式 園・小・中 

SNS講演会  

８月 

２５日 学園夏季研修会 

 

９月 

１日 始業式 園 小 中 

１７～１８日 修学旅行 小 

１９日 体育祭 中 

 サッカー教室↑ 

 ５歳児と小１年生の 

 交流会↓ 

０期 自立期 幼児 

・人と関わる心地よさを感じる他 

Ⅰ期 基礎期 小１～小４ 

・集団生活で人と関わる、外国語活動他 

Ⅱ期 充実期 小５～中１ 

・身につけた基礎基本の活用、人権尊重他 

Ⅲ期 発展期 中２～中３ 

・問題解決、進路の実現、将来展望他 



１０月 

９日 小６中学校部活体験 

１３日 町内一斉挨拶運動 

１４日 市小駅伝大会 

１７日丹後ブロック駅伝 中 

２１日 マラソン大会 小 

２２日 ５歳児・１年交流会 

２４～２５日 市中秋季大会 

１１月 

１１日小中支援学級交流会 

１３日小６中学校体験授業 

１４日（土） 学習発表会 小 

１８日市保幼小中一貫教育 

   授業研究会 園・中 

 

１２月 

１１日 学習発表会 中 

２５日 終業式 園・小・中 

１月 

７日 始業式 園・小・中 

２１日 小６中学体験授業 

中学校入学説明会 

保護者・小６ 

３０日（土） ＰＴＡ総会 中 

 

２月 

３日 ５歳児体験入学 園 

４日 入学説明会 保護者 

１３日（土） ＰＴＡ総会 小 

 

 

３月 

２日 学園全体研修会 

１５日 卒業式 中 

２３日 卒業式 小 

２４日 修了式 園 小 中 

 

3月 5日（木） 令和 7年度末学園運営協議会総会の開催 

「令和 7 年度の保幼小中一貫教育の活動のまとめ」、「令和 7 年度の学園運営協議会の活動の

まとめ」が承認されました。当日の分散会では、２グループに分かれ、学校と地域が連携して主

体的に生きる子どもたちを育てるために、丹後町を見つめ、地域と学校の連携した取組等について 

意見交換を行いました。 

＜主な意見として～＞ 

子どもたちに伝えたい丹後町の魅力は・・・？ 

  ・歴史があり、景観がすばらしい、居心地がよいところでもある。がしかし、地元へ帰ってくる子どもが少ない。 

  ・行事をとおして人とつながりをもち、楽しい思い出があると帰ってくるのではないだろうか。地元愛がないと。 

  ・校区が広くなっていくが、自分の地区以外の良さも知ることができるとよい。お互いが学び合える環境が大 

切である。 

  ・海、山のすばらしい自然の中で遊んだ経験は、一生覚えていると思う。鮎の放流、碇高原、     

動物とのふれあい等自然豊かで魅力的である丹後町。 

  地域と連携した取組は・・・？ 

  ・実体験、足を運ぶこと、地域を知る教材・資料など活用していくとよい。丹後町の偉人を知る冊子が図書室 

にはある。学んだことが自分の人生に活かせるようにすることが大切。 

  ・ゲストティーチャーの話は、子どもたちにとって貴重である。関心もあると思う、地域にある 

情報（農業、企業、福祉体験、神社、昔話、遊び等）を学校等に提供していくとよいのでは。

長老の方から聴いた話が、総合学習に活かせるとよい。 

  ・親も子ども先生も地域学習をしていく。子どもの思いを受け止めながら。 

保護者・地域の皆様 

この一年、丹後学園の教育活動にご理解、ご協力を賜りありがとうございました。来年度もどうぞよろしくお願

いいたします。＊皆様の興味関心の高い SNS につきまして、次年度も SNS に潜む危険性、回避する方法等学

ぶ講演会を予定しています。ぜひ、ご参加いただきますようお願いいたします。 


